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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　本邦ではまれな悪性貧血（A型胃炎）を多数例集積

し，慢性胃炎（B型胃炎）を対象として内視鏡的胃炎

像を対比し，特に胃粘膜機能を反映するペプシノーゲ

ンの面から検討を加えた．

　対象及び方法

　対象：血清ペプシノーゲンの測定は，悪性貧血37例，

慢性胃炎97例を対象とした．慢性胃炎の内訳は，萎縮

別分類により，C1十C2群28例，　C3十〇1群23例，02群

22例，03群24例である．胃粘膜組織内ペプシノーゲン

の測定は悪性貧血6例，慢性胃炎12例（各群3例）で

ある，

　：方法

　1）血清ペプシノーゲンの測定：IRMA法（im－

munoradiometric　assay）でRIABEAD　Kitを用いて

ペプシノーゲン1，II（PG　I，　PG　II）の定量を行った．‘

　2）胃粘膜ペプシノーゲン含有細胞の評価：内視鏡

的胃粘膜生検材料により粘膜内PG　I，　PG　IIを酵素抗

体法（PAP法）で染色し，固有胃腺内に染色された細

胞の割合を求めた．

　3）萎縮性胃炎の診断：内視鏡肉眼所見にコンゴー

レッドテスト及び生検診断を加えた．A型胃炎では悪

性貧血の有無を検索した．

　成績

　1）血清ペプシノーゲン値：血清PG　I，　II値とも慢

性胃炎においては，C1十C2群，　C3十〇1群，02群，03

群の順に萎縮が高度になるほど車蝦を示した．悪性貧

血では03群よりさらに低い値を示した．

　2）PG　I／II比：慢性胃炎では萎縮が高度なものほ

ど低下し，03群で最も低層で，悪性貧血ではさらに野

冊であった．

　3）胃粘膜ペプシノーゲン：胃粘膜PGI及びPGII

含有細胞数も萎縮が高度なもので少なくなり，血清ペ

プシノーゲン値と同様の傾向を示した．

　考察

　慢性胃炎において，血清PG　I，　PG　II，　PGI／II比は

萎縮が高度であるほど三値を示し，萎縮の指標として

有用であると考えられた．また悪性貧血では血清PG

I，PG　II，　PG　I／II比とも慢性胃炎の萎縮高度な03群

よりも有意に低かった．悪性貧血では他の血液所見で

は明らかでない場合や潜在性悪性貧血も存在し，これ

らは診断の指標として有用と考えられた．

　結論

　血清ペプシノーゲンの測定により，萎縮性胃炎の程

度の把握が容易となり，特にしぼしば胃癌を併発する

悪性貧血の血清学的診断として有用であると考えられ

た．また，胃粘膜ペプシノーゲンも萎縮の程度を反映

していた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　悪性貧血は自己免疫性疾患であるが，消化器の領域においても特異的かつ高度の胃粘膜萎縮（A型胃炎）を

伴うことが特徴とされている．

　本論文は，悪性貧血と一般の慢性胃炎（B型胃炎）を対象として萎縮性病変の分布を分類し，それらについ

て血清中および組織内のペプシノーゲン1，II（PG　I，　PG　II）含有量に関する測定成績を示したものである．

悪性貧血においては，血清中，組織内ともにPG　I，　PG　IIの有意な低下が認められ，　PGを測定することによ

り萎縮の程度を知るのみでなく，潜在性悪性貧血の診断にも有用であることが明らかにされた．学術的に意義

深い論文と認める．
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